
おお せせ ちち 料料 理理

★★おおせせちち料料理理のの語語源源★★

・・五五節節句句とといいっってて、、一一年年ののううちちにに五五回回ああるる季季節節のの変変わわりり目目にに神神様様ににおお供供ええししたた食食べべ物物をを『『おお節節料料理理』』とと

呼呼んんででいいままししたたがが、、ややががてて節節句句のの中中ででもも最最もも重重要要ななおお正正月月のの料料理理ののここととをを『『おおせせちち料料理理』』とと呼呼ぶぶよよううにに

ななっったたとといいわわれれてていいまますす。。

・・おお正正月月のの神神様様・・年年神神様様にに供供ええるる料料理理でであありり、、家家族族のの幸幸せせをを願願うう縁縁起起物物のの料料理理ででももああるる為為、、五五穀穀豊豊穣穣、、

家家族族のの安安全全とと健健康康、、子子孫孫繁繁栄栄のの祈祈りりをを込込めめたた海海のの幸幸・・山山のの幸幸をを豊豊富富にに盛盛りり込込んんだだももののととななっってていいまますす。。

・平安時代では、高貴な貴族のみが食べていた贅沢品。

紅はめでたさと慶び、白は神聖を表します。

・黄金色の財宝に例えられ、商売繁盛・金運を

もたらすといわれています。

『勝ち栗』とかけて縁起物にもなります。

・昔は田の肥料がコイワシだった為

豊年豊穣・五穀豊穣を願う気持ちが込められています。

・『よろこぶ』の語呂合わせから、おめでたい

食材としてお祝いの儀には欠かせません。

・ニシンの卵。子供がたくさん生まれ

代々栄えていくようにと子孫繁栄を願います。

・家族皆が、まめに働き、元気で暮らせる

ようにとの意味が込められています。

・華やかさ、派手さを表し、巻物に似ていることから、

文化の発展を願う縁起物ともいわれます。



・腰が曲がるまで元気で長生きできるように

との願いが込められています。

＊その他に．．．．．．

・細く長く土に根をはって育つことから長寿を連想させる縁起物のごぼう

・お祝いの水引をかたどり、平和の願いを込めた紅白なます

・穴が空いていることから、未来を

見渡せるようにとのレンコン

・子イモがたくさんつくことから子宝・子孫繁栄の願いが込められた里芋

・成長に伴ってワカナ→ハマチ→メジロ→ブリと呼ばれ方が変わることから出世魚とされ、

出世祈願のブリ

．．．．．．などがあります。

＊日持ちする為、味付けの濃い物が多くなります。一人前ずつ取り分けるなど食べ過ぎ

ないよう工夫しましょう！

★★おお料料理理レレシシピピ★★ 柿柿ななまますす

【【材材料料】】４４人人分分 甘甘酢酢

・・大大根根 ２２００００ｇｇ ・・みみりりんん 大大１１

・・人人参参 ３３００ｇｇ ・・酢酢 大大２２

・・干干しし柿柿 １１ココ ・・砂砂糖糖 大大１１//２２

・・昆昆布布 少少々々 ・・塩塩 小小１１//33

・・すすりり白白ごごまま 大大１１

・・柚柚子子皮皮 １１ココ分分


